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明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
こ
ざ
い
ま
す
。
会
員
の

皆
様
に
は
こ
健
勝
の
こ
と
と
お
喜
び
申
し
あ
げ
ま
す
。

こ
の
原
稿
を
書
か
せ
て
い
た
だ
い
た
時
、
新
型
コ

ロ
ナ
が
発
生
し
て
三
年
に
な
る
の
に

一
向
に
改
善
さ

れ
ず
．

一
昨
年
当
初
の
状
況
か
ら
抜
け
出
し
て
い
な

い
社
会
を
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。
陽
性
者
の
発
生
が

幾
つ
か
の
波
と
と
も
に
増
減
し
、
特
に
飯
伊
地
方
は

過
去

一
番
の
状
況
で
年
を
越
し
て
し
ま
い
、
貴
重
な

日
常
生
活
が
不
自
由
を
強
い
ら
れ
て
い
て
、
安
心
し

て
日
常
生
活
が

一
刻
も
早
く
お
く
れ
る
よ
う
求
め
る

も
の
で
す
。

さ
て
毎
度
の
話
し
に
な

っ
て
恐
縮
で
す
が
、
当
セ

ン
タ
ー
の
業
務
実
績
は
年
々
着
実
に
伸
び
て
い
ま
す

が
、
こ
れ
か
ら
先
を
見
通
し
た
と
き
会
員
の
減
少
と

高
齢
化
が
大
き
な
課
題
と
な

っ
て
い
ま
す
。
働
く
世

代
減
か
ら
企
業
の
定
年
延
長
に
よ
り
い
わ
ゆ
る
リ
タ

イ
ア
年
齢
が
上
が
リ
シ
ル
バ
ー
ヘ
の
入
会
年
齢
が
高

く
な

っ
て
い
ま
す
。
年
を
重
ね
て
も
出
来
る
仕
事
を

開
拓
し
て
新
た
な
年
齢
層
の
方
に
就
業
し
て
も
ら
う

よ
う
取
り
組
み
が
重
要
で
す
。
年
金
が
毎
年
減
額
さ

れ
る
な
か
で
の
物
価
高
、
加
え
て
防
衛
増
税
の
動
き

と
三
重
苦
の
現
在
、
就
業

で
金
銭
を
得
る
と
と
も
に

高
齢
化
社
会
の
地
域
に
お

け
る
担
い
手
と
し
て
の
意

気
込
み
を
も
っ
て
活
動
し

て
い
た
だ
く
、
そ
の
面
で
も
新
た
な
会
員
を
お
誘
い

い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

シ
ル
バ
ー
事
業
に
お
け
る
イ
ン
ポ
イ
ス
制
度
適
用

除
外
を
三
村
議
会
へ
請
願
し
、
こ
理
解
い
た
だ
き
関

係
機
関

へ
要
請
し
て
い
た
だ
き
感
謝
い
た
し
ま
す
。

し
か
し
政
府
与
党

・
財
政
当
局
は
除
外
困
難
と
の
こ

と
で
本
年
十
月
か
ら
の
施
行
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

シ
ル
バ
ー
セ
ン
タ
ー
を
税
負
担
か
ら
除
外
す
る
契
約

方
法
に
つ
い
て
の
動
き
も
出
て
い
ま
す
が
、
税
負
担

を
逃
れ
る
も
の
で
は
な
い
の
で
、
こ
の
問
題
に
は
今

後
も
注
視
し
て
ま
い
り
ま
す
。

皆
様
に
と

っ
て
良
い
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
に
、
健

康
に
留
意
し
無
事
故
で
就
業
を
お
願
い
し
年
頭
挨
拶

と
い
た
し
ま
す
。

ヽ

｀     シルバー人材センター製作

■

理
事
長

副
理
事
長

専
務
理
事
（事
務
局
長
）

理
　
事

〃″〃

監
　
事

原佐
藤

高
坂

内
田

下
島

上
原

水
上

熊
谷

川
上

櫻
丼

坂
巻

石
原

松
下

石
原

鈴
木

渋
谷

安
藤

石
原

英
行

昭
三

博勝
喜

礼
子

正
勝

藪員光
栄

友
吉

兵
司

紀
好

清
志

忠
正

啓
充

一
平

乃
州

治
良

正
示日

根
羽
事
務
所
長

職
　
員

小
林

亡 ]

美
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第30号 下伊那西部シルバー便リ 令和 5年 1月 10日

阿

智

熊

　

谷

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
こ

ざ
い
ま
す
。
輝
か
し
い
新
春
の
令
和

５
年
を
迎
え
、
会
員
の
皆
様
に
と
っ

て
本
年
が
よ
き
年
と
な
る
よ
う
期
待

し
、
西
部
３
村
の
行
政
を
代
表
し
て

本
年
も
お
世
話
に
な
り
ま
す
が
よ
ろ

し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

さ
て
、
世
の
中
は
依
然
と
し
て
続

く
コ
ロ
ナ
禍
の
波
、
ロ
シ
ア
の
ウ
ク

ラ
イ
ナ
侵
攻
に
よ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
高

騰
等
に
よ
り
不
安
定
な
日
々
が
続
い

て
い
ま
す
。
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ

ー
の
会
員
の
皆
様
に
は
、
普
段
の
生

活
や
、
依
頼
さ
れ
る
お
仕
事
も
波
が

あ
っ
て
こ
苦
労
さ
れ
て
い
る
事
と
思

い
ま
す
。
そ
ん
な
中
で
、
皆
さ
ん
の

力
、
こ
活
躍
に
よ
っ
て
多
く
の
方
が

助
か
り
、
地
域
や
企
業
が
活
性
化
し

て
い
く
事
が
、
行
政
に
と
っ
て
も
ど

ん
な
に
あ
り
が
た
い
事
か
改
め
て
感

じ
て
い
ま
す
。
そ
の
為
に
も
皆
さ
ん

の
健
康
が
第

一
で
す
の
で
、
お
身
体

に
は
お
気
を
つ
け
頂
い
て
、
い
つ
ま

で
も
元
気
で
こ
活
躍
頂
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

西
部
３
村
は

「南
信
州
フ
オ
レ
ス

ト
パ
ー
ク
」
と
い
っ
て
、
す
べ
て
の

生
活
は
森
に
あ
る
と
い
う
イ
メ
ー
ジ

戦
略
を
た
て
活
動
し
て
い
ま
す
。
美

し
い
里
山
、
川
や
水
、
空
気
、
星
空

は
森
の
お
か
げ
で
す
。
是
非
そ
ん
な

取
り
組
み
も
皆
さ
ん
に
お
願
い
し
て
、

貴
会
が
さ
ら
な
る
飛
躍
を
遂
げ
ら
れ

る
よ
う
期
待
し
て
新
年
の
あ
い
さ
つ

と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。
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十

一
月
末
現
在
の
会
員
数
は
百
五
九
人
で
す
。
当
年
度
の
入
会
者
は
九
人
．
退
会
者
は
八

人
で
す
。

十

一
月
末
ま
で
の
事
業
実
績
は
．
派
遣
事
業
を
合
わ
せ
て
就
業
延
べ
日
数
は
六
．
八
六
九

人
日
．
前
年
度
比

一
０
０

■
二
％
。
契
約
額
は
四
．
六
二
六
万
円
で
す
。
今
年
度
も
新
型
コ

ロ
ナ
で
の
関
係
で
観
光

〓
福
祉
分
野
で
の
減
少
が
あ
り
ま
し
た
が
．
企
業
の
大
口
契
約
や
個

人
の
契
約
増
加
に
よ
り
前
年
度
比

一
〇
〓
Ｔ
六
％
に
な
っ
て
い
ま
す
。

11月

単位 _千 円

9月     10月

■令和4年度

8月

■令和3年度

6月     7月

Z令和2年度

5月

令和元年度

4月

※派遣契約額を含む.

千 円

8.OOO

7.000

0.000

5.000

4.000

3.000

2.000

1.000

月別契約額の推移

1 4月 5月 7月 8月 9月 10月 11月

Rl年度 1 3.321 3.58, 4.437 6.715 4.447 4.529 4.481 3.992 35.583

R2年度 1  3.581 3.334 4.395 4.664 6.700 6.010 5.714 5.251 39.649

R3年度 1 4.601 3.345 5.133 7.394 6.446 5.814 6.502 5.356 44.640

E 3 241 4.135 5.192 6.243 3.105 6.399 7.071 5.869 46.260
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令和 5年 1月 10日 下伊那西部シルバー便り

舎
員
の
広
場

年
男
・年
女

今
年
の
年
男

・
年
女
の
方
は
会
員

一
五

九
人
の
う
ち
十
二
名

（七
回
二
名
六
回

十
名
）
で
す
。
こ
の
う
ち
六
名
の
方
に

①
今
年
の
抱
負
は
？

②
セ
ン
タ
ー
で
の
活
動
状
況
は
？

③
健
康
の
た
め
や
っ
て
い
る
事
は
？

④
あ
な
た
の
趣
昧
は
？

や
思
い
に
つ
い
て
原
稿
を
戴
き
ま
し
た
。

阿
智
村
倉

田
　
博
文

根
羽
村
石
原
　
清
志

Ｃ
体
を
動
か
す
事
。

時

々
シ
ル
バ
ー

の
仕
事

に
行
く

時
な
ど
で
．

０
今
も
時
々
数
人

で
カ

ラ
オ
ケ
を

行

っ
て
楽

し
ん

で
い
る
。

阿
智
村
原
　
和
機

シ
ル
バ
ー
に
入
会
し
て
早
く
も
十
年
が

過
ぎ
．
昨
年
シ
ル
バ
ー
か
ら
記
念
品
に
温

度
計
付
き
鷹
時
計
を
頂
き
ま
し
た
。
毎
朝

何
度
か
な
と
分
る
の
で
枕
も
と
で
重
宝
し

て
い
ま
す
。
さ
て
．
さ
て

「年
女
」

‥
七

十
歳
を
過
ぎ
て
か
ら
体
力

・
気
力
共
に
失

せ
て
き
ま
し
て
．
人
生
白
年
時
代
と
よ
く

耳
に
し
ま
す
が
．
そ
の
言
葉
大
変

「プ
レ

ッ
シ
ャ
ー
」
を
感
じ
て
い
る
毎
日
で
す
。

あ
る
新
間
で
私
が
と
て
も
共
感
す
る
記

事
が
載

っ
て
い
ま
し
た
。
事
あ
る
こ
と
に

の
記
事
を
思
い
起
こ
し
な
が
ら
．
毎
日

過
こ
し
て
行
こ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

れ
は

「共
感
力
」

「聴
く
力
」

「話
す

」
シ
ル
バ
ー
の
仕
事
も
体
が
元
気
で
あ

続
け
れ
ば
出
来
る
か
な
と
思
っ
て
い
ま

Ｃ
健
康
に
気
を
付
け
て
、
何
に
で
も
チ
ャ

レ
ン
ジ
し
た
い
で
す
。

０
お

た

っ
し
ゃ
か
い
で
活
動
さ
せ
て
い
た

だ
い
て
い
ま
す
が
．
コ
ロ
ナ
禍
で
時
々

休
み
に
な
り
残
念
で
す
。

０
四
〇
年
ほ
ど
健
康
体
操
を
週

一
回
続
け

て
い
ま
す
。

①
今
は
コ
ロ
ナ
禍
で
皆
さ
ん
と
集
ま

っ
て

練
習
や
発
表
が
出
来

な
い
の
が
残
念
で
す
。

（フ
ラ
ダ
ン
ス
、
民

謡
．
和
太
鼓
）

一
①
６０
歳
か
ら
シ
ル
バ
ー
に
御
世
話
に
な
り
墟
年
二

一
　

今
回
の
原
稿
依
頼
を
頂
き
入
会
後
初
め
て
の

一

一
　

年
男
な
ん
だ
と
思

っ
た
次
第
。
今
年
も
健
康

¨

一
　

で
無
事
に
過
こ
せ
る
よ
う
に
無
理
せ
ず
マ
イ

¨

¨
　

ペ
ー
ス
で
い
こ
う
と
思

っ
て
い
ま
す
。　
　
　
¨

¨
０
派
遣
で
ネ
バ
ー
ラ
ン
ド
の
配
送
を
行

っ
て
い

¨

¨
　

ま
す
が
．
高
齢
者
の
事
故
が
報
道
さ
れ
る
度
ニ

¨
　

他
人
こ
と
で
は
な
く
自
分
も
７０
歳
を
過
ぎ
た

一

一
　

の
で
気
を
付
け
て
出
来
る
限
り
頑
張
り
た
い

¨

一
　

と
思

っ
て
い
ま
す
。　
一
昨
年
か
ら
理
事
の
大

¨

¨
　

役
を
仰
せ

つ
か
り
微
力
な
が
ら
頑
張

つ
て
や

¨

一
　

ら
せ
て
頂
い
て
い
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
¨

¨
０
近
い
所
は
車
で
動
い
て
し
ま
わ
な
い
よ
う
．　
¨

¨
　

な
る
べ
く
歩
く
よ
う
に
心
掛
け
て
い
ま
す
。　
一

一
①
こ
れ
と
言

っ
た
趣
味
は
あ
り
ま
せ
ん
が
．
毎

¨

一
　

日
楽
し
く
ス
ト
レ
ス
を
溜
め
込
ま
な
い
様
に

¨

¨
　

過
こ
し
た
い
で
す
．　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
¨

Ｃ
い
つ
も
の
様
に
ム
リ
せ
ず
が
ん
ば
れ
ば

い
い
か
な
。

②
選
挙
の
時
の
清
内
路
地
区
の
看
板
建
て

と
撤
去
作
業
を
二
人
で
行
う
こ
と
と
送

迎
を
行
っ
て
い
ま
す
。

③
家
庭
菜
園
と
散
歩
を
行
っ
て
い
ま
す
。

④
ス
ポ
ー
ツ
を
す
る
の
が
好
き
で
し
た
が
、

最
近
は
膝
の
手
術
後
あ
ま
り
で
き
な
く

な
り
ま
し
た
。

（ゴ
ル
フ
や
マ
レ
ツ
ト

も
し
た
い
の
で
す
が
…
…
。
）

阿
智
村
田
中

千
恵

子

ツ●

　

Ｆ

Ｃ
会
社
を
終
わ
っ
て
シ
ル
バ
ー
に
入
っ
て

“
年
以
上
草
刈
り
な
ど
勤
め
て
∽
歳
と

な
っ
て
皆
と
顔
合
わ
せ
て
今
日
ま
で
元

気
に
こ
ら
れ
ま
し
た
。

０
）特
別
の
活
動
は
な
い
が
、
西
部
の
人
達

と
の
旅
行
な
ど
が
楽
し
か
っ
た
。

＾，
♪♪

６
一

根
羽
村
石
原

美
恵
子ヽ

　

ヽ

・Ｉ

蒻

　

　

一
●
．

ヽ

）

′

）

・
）

、

＾
´
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Ｃ^
健
康
で
楽
し
く
仕
事
が
出
来
る
こ
と
。

②
多
く
の
皆
さ
ん
と
楽
し
く
草
刈
り
や
庭

木
の
剪
定
、
阿
智
村
内
の
門
松
作
り
を

行
っ
て
い
ま
す
。

０^
孫
と
の
散
歩
と
畑
の
土
い
じ
り
。

０
一釣
り
で
す
。
最
近
は
専
ら
阿
知
川
で
の

ア
ユ
の
友
釣
り
で
す
。

根
羽
村
石
原
　
祥
行



第30号 下伊那西部シルバー便リ 令和 5年 1月 10日

「いつまでも 働く喜び 無事故から」安全就業全国統―スローガン(R2年からR4年度 )

賞

作

秀優

佳

「気を抜くな 慣れた場所こそ 危険個所」
「「まんねり」が 安全意識 にぶらせる」
「ひとことと任せず頼らず危険予知」

「危険予知 安全作業の 第一歩」

【下伊那西部SC入選作品】

最優秀賞『忘れるな ヒヤリハットと危険予知」

事故のもと」
飯山地域

駒ケ根伊南

上田地域

小諸北佐久

飯田広域

徳永保雄

泉崎 教
蓬田美枝子

内堀昭男

山田久吉

優 秀

佳

高坂 博
鈴木―平

下島礼子

熊谷光栄
チエプク0-

燿争
ξミ

作

「歳はつきもの 無事故で働く 喜びの人生」
「ドキッとした その気持ち 忘れずに

"」
「頭さわやか 心に余裕 安全就業に出発!!」

令和4年度 安全・適正就業標語

令和4年度事故発生状況

◎当センター

4月から11月までの事故件数は1件で、11月に根羽村で刈払い機による電柱の控線の切断の損害賠

償事故が1件発生しています。

◎県下シルバー人材センター

4月から8月までの事故件数は109件 (昨年同期95件)と ]4件増になつています。重篤事故 (死
亡または6ヶ月以上の入院事故)、 入院]ヵ月以上6ヵ月未満の事故は発生しておりません。 (昨年

同期も同様)、 就業中の事故件数は103件 (同87件 )、 就業途上の事故件数は6件 (同8件)です。

傷害事故件数は53件 (同 43件)で、主なものは蜂等に刺されたが17件、剪定・屋外作業等で墜
落・転落、転倒が17件です。損害賠償事故件数は56件 (同 52件)で、主なものは除草作業での飛
散、器具等接触による損壊が36件となつています。

◎全国のシルバー人材センター

では、10月 までに重篤事故が18件 (前年同期 14件)発生しています。うち就業中に12人 (同 6

人)の方が死亡しています。就業中の死亡事故は剪定作業など高所での作業で転落等によるものも
多く、ヘルメットを着用や安全帯を使用をしていしていなかつたと報告されています。

当センターの刈払い機による損害賠償保険の免責額は2万円です。

飛石防止のため必要に応じ飛散防止ネット等を使用、作業前に障害物を確認し赤いテープで印を

付けるなど事故防止に努めましょう。

また、高所での作業はヘルメットの着用、安全帯の使用を必ずしてください。
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【長野県連合会入選作品】

最優秀賞『声かけて すべて摘み取れ
敬称略
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あなたの力を地域のため :
‐ D

L

^
=
員
1募
作集
り
岬

;

少子高齢化により、地域ではあなたの手助けを待っている方がいます。
60歳を過ぎたら知識。経験を活かしシルバー人材センターで活躍しませんか。
入会資格は、阿智村、平谷村、根羽村にお住まいの方で健康で働く意欲のある60歳以上の方です。

入会は随時受け付けていますので、センターヘお問い合わせください。

(公社)下伊那西部シルバー人材センター (電話43-2244)根羽事務所 (電話49-2108)

尋ポ
ラ
ジ
テ
焼
ア
自
貯

縣
朗
・戯
型
一口
嘱
一２
哭
会

十
月
は
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
事

業
普
及
啓
発
促
進
月
間
と
し
て
、
全
国

的
な
普
及
啓
発
活
動
が
展
開
さ
れ
、
当

セ
ン
タ
ー
で
は
阿
智
村
の
六
つ
保
育
園

で
二
十
九
人
が
参
加
し
園
舎
周
辺
の
草

刈
り
、
窓
ふ
き
、
絵
本
の
修
理
等
の
作

業
を
行
い
ま
し
た
。

な
お
、
根
羽
で
は
六
月
に
十
七
人
で

根
羽
保
育
所
の
草
刈
り
を
行

っ
て
い
ま

す
。当
セ
ン
タ
ー
で
は
．
毎
年
十
月
の
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
普
及
啓
発
促
進

月
間
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
事
業
を
実
施
し

て
い
ま
す
の
で
．
多
く
の
会
員
の
皆
様

の
参
加
を
お
願
い
し
ま
す

令
和
五
年
十
月
か
ら
導
入
さ
れ
る
イ
ン

ポ
イ
ス
制
度
に
つ
い
て
は
、
シ
ル
バ
ー
便

り
２３

・
２９
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
が
．

同
制
度
に
よ
る
増
税
額
の
対
応
に
つ
い
て

は
、
去
る
理
事
会
で
今
後
の
物
価
高
騰
等

を
含
め
令
和
６
年
度
か
ら
事
務
費
の
引
き

上
げ
で
対
応
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

具
体
的
な
内
容
に
つ
い
て
は
明
確
に
な

っ
た
時
点
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

平
谷
村
　
　
　
　
田
中

弘
人

九
月

阿
智
村
清
内
路
　

原

登
美
彦

十
月

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

十

一
月
十

一

日
に
会
員
の
親

睦
と
健
康
維
持

の
た
め
の
第

二

回
ス
ポ
ー
ツ
交

流
会
を
会
員
互

助
会
と
共
催
で

阿

智

村

の

わ

い

・
ｗ
ａ
ｌ
公

園
で
マ
レ
ツ
ト

ゴ
ル
フ
を
行
い

ま
し
た
．

参
加
者

二
十

一
が
〓
Ｔ

四
人
の
チ
ー
ム
に
分
か
れ
、

晴
天
の
下
二
十
七
ホ
ー
ル
で
競
技
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

参
加
者
は
本
所
管
内
か
ら
十
六
名
．

根
羽
事
務
所
管
内
か
ら
五
名
で
し
た
。

第

一
位
は
ス
コ
ア
八
九
の
山
田
す
み
子

さ
ん
で
し
た
。
第
二
十
七
香
ホ
ー
ル
で

原
田
幸
子
さ
ん
が
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
を

達
成
し
ま
し
た
。

来
年
度
も
マ
レ
ツ
ト
ゴ
ル
フ
大
会
を

予
定
し
て
い
ま
す
の
で
．
多
く
の
方
の

こ
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

成
　
績

一
位
　
山
田
す
み
子
さ
ん
　

（駒
場
）

ス
コ
ア
　
　
八
九

二
位
　
下
原
　
秀
男
さ
ん

（駒
場
）

ス
コ
ア
　
　
九
七

三
位
　
嘉
寺
　
耕
作
さ
ん

（清
内
路
）

ス
コ
ア
　
一
〇
三

―

編
一
集
一
後
一
記
一―

「新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
」
で
明
け
て

暮
れ
た

一
年
で
し
た
。
こ
ん
な
中
で
明
る

い
二
■
―
ス
と
言
え
ば
．
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ

プ
カ
タ
ー
ル
２
０
２
２
で
．
劣
勢
が
伝
え

ら
れ
て
い
た
日
本
は
．
ド
イ
ツ

・
ス
ペ
イ

ン
に
勝
利
し
最
終
的
に
堂
々
の
ベ
ス
ト
テ

ン
入
り
。

一
方
．
十
月
か
ら
後
期
高
齢
者
で

一
定

以
上
の
所
得
の
あ
る
人
の
窓
口
負
担
金
が

―
割
か
ら
２
割
へ
。
防
衛
費
増
額
に
伴
う

増
税
が
突
然
発
表
さ
れ
る
な
ど
高
齢
者
に

は
厳
し
い
時
代
に
。

新
し
い
年
が
健
康
で
良
い
年
に
な
り
ま

す
よ
う
願
っ
て
い
ま
す
。
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